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 ソフトウェア開発において今後重要となっていくと思われる「ユビキタスソフトウェア」、「日

常的な作業を支援するソフトウェア」、「ユビキタス教育応用」、「Web や情報検索の応用」、

「Web2.0 的分野」、「GUI」、「ビジュアルプログラミング」に関して新規性を持つプロジェクトを

広く受け付けた。 

 テーマは短期的な有用性が見込めるものでも中長期的な社会的有用性が見込めるもので

もどちらでも可としたが、終了時にデモ可能であることを採択条件とした。期待していた「ユ

ビキタスソフトウェア」や「ユビキタス教育応用」に関する提案は比較的少なかったが、この

ような領域の地道な提案がもっと多くあってもよかったと思う。 

 

 

 

 提案されたプロジェクトの中から、 

・「直感的な操作のための 3次元ジェスチャ認識ライブラリの開発」 

・「リビングにネットコンテンツを届けるDLNAサーバソフトウェア「coRockets」の開発」 

・「思い出の想起を目的とする写真画像を用いた仮想時空間の自動生成システム」 

の三つのテーマを採択した。 

 提案されたプロジェクトについては、とにかくアイディアの面白さを第一に評価した。またア

イディアを指定の短期間で実現するための実装能力についても考慮した。 

 「直感的な操作のための3次元ジェスチャ認識ライブラリの開発」は、カメラを用いたハンド

ジェスチャをプログラミング初心者から研究者までが容易に活用できるようライブラリ化を行

い開発基盤として公開するという提案である。 

 「リビングにネットコンテンツを届けるDLNAサーバソフトウェア「coRockets」の開発」は、ネ

ットコンテンツ収集機能を備えた DLNAサーバである coRocketsと coRockets用アドオンの

管理、公開を可能とするWebサーバである coRockets.comを開発するという提案である。 

 「思い出の想起を目的とする写真画像を用いた仮想時空間の自動生成システム」 

は、写真画像をもとに人に自分の思い出を想起させるシステムの開発を行うという提案であ
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る。3 次元再構成技術を応用し、記録画像をもとに自由に時空間内を移動可能とするシステ

ムを開発し、記録画像中の「空間的広がり」と「時間的繋がり」を表現しようとするものであ

る。 

 

 

 

 採択したプロジェクトである、「直感的な操作のための3次元ジェスチャ認識ライブラリの開

発」、「リビングにネットコンテンツを届ける DLNA サーバソフトウェア「coRockets」の開発」、

「思い出の想起を目的とする写真画像を用いた仮想時空間の自動生成システム」について

は、いずれも動作可能なプロトタイプが作成された。 

 「リビングにネットコンテンツを届ける DLNA サーバソフトウェア「coRockets」の開発」およ

び「思い出の想起を目的とする写真画像を用いた仮想時空間の自動生成システム」につい

てはソフトウェアも公開された。 

 結果として、当該領域におけるソフトウェアやサービスの新たな方向性を示すことができ

たと思われる。 
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